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1.日時

2025 年 8 月 4 日〜9 月 12 日の 40 日間

2.渡航先

アメリカ合衆国マサチューセッツ州ボストン

3.受入先

EC English Language school, Boston

4.探究活動テーマ

化学の力をどのように平和利用していくのか？

今後，化学技術が発展する裏で付随する課題は何なのか？そして，その解決策は？

5.探究活動の結果

① 化学技術の歴史と負の側面を理解した

ボストン科学博物館や図書館で，化学技術が産業発展だけでなく，戦争・環境破壊とも深く関

わってきた歴史を学んだ．

特に，化学兵器や工業排水による環境汚染は，化学の「光」と「影」を強く意識させられた．

② チャールズ川の環境問題を現地で調査した

実際に川へ足を運び，図書館で文献調査も行った．

分かった主な課題：

· シアノバクテリア（藍藻）の大量発生

→ 分解すると有害物質を出し，人や動物に危険

原因

· 生活排水・農地肥料・工場排水に含まれる窒素・リン

· 地球温暖化による水温上昇

· 流れが停滞しやすい地形

今でも汚染から完全に脱却できていないということが分かった．

③ アメリカのゴミ問題を街頭調査で実感した

街頭でアンケートを行い，現地の人にゴミ分別について質問した．

結果：

· ゴミを全部リサイクルに入れてしまうという人が多い

参加した
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· 分別方法を知らない人も一定数いた

· 実際のゴミ置き場ではゴミが散乱している場所もあった

課題の本質は 人々の意識の違い にあると感じた．

④ 自分の地元（三島市）との共通点を発見した

チャールズ川の環境改善の歴史は、

三島市の源兵衛川の再生と非常に似ていた．

· どちらもかつては汚染が深刻

· 市民・行政・企業の協力で改善

· 「川を大切に思う文化」が改善の原動力

異なる国でも，自然を守ろうとする気持ちは共通していると実感した．

⑤ “人と人の化学反応” を体験した

内向的だった自分が積極的に話しかけ，街の人に質問し行動できるようになった．

アメリカの人々のポジティブさに触れ，自分の性格にも少し変化が生まれた．

6.アンバサダー活動

語学学校では，日本のお菓子，折り紙を配った．

ホストマザーには日本の浴衣をプレゼントして，ホストマザーの家族に折り紙を教えて一緒に

折ったり，バーベキューのときに日本の食べ物を一緒に食べたりした．

街頭調査に協力してもらった方にも日本のお菓子，折り紙を配った．

7.留学の成果

今回の留学では，探究活動以外にもたくさんのことを学べました．語学学校での学習や色々な

国の学生との交流を通して，英語で自分の考えを伝える力が向上し，内向的だった自分が積極

的に行動できるようになったと思います．色々な国の友達と過ごすことで、アメリカだけ

ではない色々な文化や言語に触れ、自分の知っていた世界がより広がった気がします。

最初は緊張していたけれど、みんなとてもフレンドリーに話しかけてくれたおかげで、

本当にたくさんの友達に出会えました。街の雰囲気や生きている動物も日本とは全然違

うし、買い物や食事、地下鉄などもすべてが日本とは違う新しい体験だったのでとても

良い思い出となりました。


